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日　時 平成１９年５月２５日（金）　午後６時３０分～９時３０分

場　所 本宮行政局

市民　　　　　３６名
　　　　　　　　（本宮分館９名、四村川分館10名、三里分館9名、請川分館8名）
　　　　　　　　　※請川分館については、６月２９日に開催

講師：堀内　秀雄教授
オブザーバー参加：和歌山大学生涯学習教育研究ｾﾝﾀｰ事務局長　中筋　章夫
　　　　　　　　　　　　　わかやまＮＰＯｾﾝﾀｰ事務局長　西川　一弘

事務局：◇長井本宮教育事務所長、安井主任、塚主査、中本主査、石神指導主事
　　　　　　　渕上分館長（本宮）、田上分館長（三里）、千田分館長（四村川）、
　　　　　　　堅田分館長（請川）
　　　　　 ◇生涯学習課～小川係長、三栖係長、瀬戸主査、松下主査、戎主査

テーマ 地域のことを話し合おう

内　容

開会あいさつ

　本宮教育事務所長　長井　二朗

ミニ講演

　「いま、なぜ生涯学習計画なのか」

　講師：和歌山大学生涯学習教育研究センター　堀内教授

ワークショップ

　テーマ：「本宮地域の課題・希望について　」

　　　　　　「公民館の課題・希望について」

　①個人ワーク

　②グループ討議

　③個人ワーク

　④意見交換と集約

　⑤報告

　⑥まとめ

閉会あいさつ

　本宮地域シンポジウム実行委員会　西村副委員長

地域シンポジウム報告書（概要）

参加者

本宮地域シンポジウム

シンポジウム進行次第
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 ◇本宮地域シンポジウムの様子 日時 H.19.5.25(金)
場所 本宮行政局
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本宮拠点公民館地域シンポジウム
本宮分館

地域 公民館

希
望

【行政】
・温水プールを作って健康づくりを。
・ナイターの照明をもっと明るくしてほしい。
・放送施設をもっときめ細かく。
・田辺へもっと早くいけるように。
【教育】
・子供にも文化を継承する。
・人づくりのために長いスパンで小・中学生を教
育。
・学社融合のため、ビン回収を復活させてほしい。
小・中に特色を出してほしい。
・旧田辺市に合わさず、必要な予算で本宮の子
供をそだててほしい。
【花】
・町並みの花をいっぱい植えたい。
・町民みんなで花を植えよう。
【人】
・従業員がほしい。
・２０代の人が行事に参加してくれない。
・女性会へ入会して活動してほしい。
・住民の交流の場を増やしてほしい。
・ お年寄りが楽しく暮らせる町づくり。
【祭】
・本宮祭りをもっと盛大にしたい。
・七越を山桜でうめたい。

【組織】
・役員を代わってほしい。
・住民に見える公民館活動をしてほしい。
・合併前の公民館に戻してほしい。
【行事】
・盆踊りを盛大に。
・本宮地区の住民が古道の語り部を全員出来るよ
うに。
・町全体での盆踊りを。
・秋の品評会以外の活動を増やしてほしい。
・半年に一回ぐらい交流会をしてほしい。
・趣味の会でグループを作って異年齢交流をした
い。
【人】
・役員だけではなく、みんな協力してほしい。
・後継者をつくって役員にする。
・長い目で見た人づくりをしてほしい。
【予算】
・学校に人と予算を。
【全体】
・旧田辺市に合わさず、旧本宮町にあった生涯学
習をしてほしい。

地域シンポジウム報告書（班別）

現
状
・
課
題

【行政】
・合併後、旧田辺市に合わそうという方向が強す
ぎる。
【観光】
・町並みの今後が不安。
・世界遺産の古道を町民が全部歩きたい。
【教育】
・教育予算が少ない。
・旧本宮小の跡地利用に住民の希望を入れてほ
しい。
【環境】
・町中のゴミ置き場が汚い。
【人】
・高齢者が多い。
・子供が少ない。
・若者が参加しない。
・市職員の参加がない。
・繋がりが薄い。
・最近は帰省も少ない。
【働く場】
・仕事がない。
・働く場所がない。
【交通】
・小学校への歩道がないので、要望しているが実
現しない。
・都市へのアクセスが悪い。
【医療】
・田辺は遠いので、近くに病院がほしい。
・新宮医療センターに入院すると部屋代が高く
なった。
・良い病院がない。

・企画をしても人が集まらない。
・学校職員との交流がない。
・先輩役員が少ない。
・人がいないという意識を高めないといけない。
・本宮地域は人のつながりが薄い。
・役員を手伝おうとする人がいない。
・昔の行事を掘り起こしてほしい。（神社等）
・本宮地区の古い遺跡や昔話についてみんなで
話しをしたい。
・役員の年齢が偏っている。
・活動に女性の参加が少ない。
・統合により１つの学校に３館あるので連絡が難し
い。
・予算が少ない。
・本宮人としての誇りを啓発。
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本宮拠点公民館地域シンポジウム
四村川分館

地域 公民館

現
状
・
課
題

・高齢化が進んで不安。
・人材不足。
・地域でのキーパーソンが少ない為、活動する人
が決まっている。
・参加する人が同じ。
・若い人がいない。
・高齢化で色々な行事ができなくなっている。
・働く場所がない。
・店が少ない。

・役員の高齢化。
・若者が活動に関心がない。
・キーパーソンの養成。
・責任感がない。
・若い人が参加しない。
・活動がマンネリ化。
・役を持った人だけ大変。
・参加する人が同じ。
・皆が学習する場がない。
・高齢者の学習の時間をもってほしい。
・学校への関心を持ってほしい。
・学校と公民館の共同開催。

希
望

・老人が多いので、皆さんの昔話等を聞く時間を
持っては。
・教員に町内に在住してもらう。
・既存の観光資源をもっと一般的なものにする。
（温泉・大社）
・若者が魅力を感じる拠点づくり。（美術館・ス
ポーツ施設）
・交通の便が悪い。
・都会から遠い。
・魅力ある町づくり。
・ＰＴＡを保護者だけでなく地域の人すべてを会
員とし、運営・行事も学校だけのものにしない。
・７０歳から第二の人生を。
・芸術に関わる機会が少ない。

・予算がほしい。
・予算が少なく活動が出来ない。
・陶芸の道具を活用したい。
・女性の参加が少ない。
・趣味と資格を兼ねた学習をしたい。

そ
の
他
の
意
見

地域シンポジウム報告書（班別）
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本宮拠点公民館地域シンポジウム
三里分館

地域 公民館

現
状
・
課
題

・高齢化。
・中核市に遠い。
・家と家の距離が離れている。
・道路の整備が悪い。
・無形文化財の伝承が困難。
・仕事がない。
・２０年後の人口が不安。
・限界集落がある。
・Ｕターン者が少ない。
・若い人がいない。

・人材不足。
・予算がない。
・少子高齢化の進行による、地域の活力の低下を
どう克服するか。

希
望

・観光の発展。
・林学の復活。
・心の再生を。
・子供に文化の継承を。
・教育の充実。

・３０歳代の館長の育成。
・移動館で各地区を回る。

そ
の
他
の
意
見

地域シンポジウム報告書（班別）
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本宮拠点公民館地域シンポジウム

請川分館
地域 公民館

現
状
・
課
題

【行政】
・合併後、暮らしがえらい。
・将来市会議員が旧本宮町でいなくなるかもしれ
ない。
・田辺の本庁で開催される会議の開始時間は、午
後７時３０分開始が多いが、本宮への帰りの時間
が遅くなるので、考えて欲しい。
・職員の機械的対応がおかしい。税金が高くなっ
た。
【教育】
・教育予算が少ない。
【環境】
・獣害で畑が作れない。
・家畜が近所迷惑。熊野川をきれいに。
【人】
・高齢者化。
・少子化。
・人が少なくなり寂しくつらい。
【働く場】
・仕事がない。
・商店が少ない。
・ディスカウントショップが増えて経営がえらい。
【交通】
・小学校への歩道がないので、要望しているが実
現しない。
・都市へのアクセスが悪い。
【医療】
・田辺は遠いので、近くに病院がほしい。
・新宮医療センターに入院すると部屋代が高く
なった。

・公民館・女性会・老人会・などの横の繋がりがな
い。
・行政ではなく、住民が変えていくという意識が必
要。
・若い人が行事に集まらない。
・活動に女性の参加が少ない。
・統合により１つの学校に３分館あるので連絡が難
しい。
・予算が少ない。

希
望

【行政】
・安心した年金支給。
・田辺イズムからの脱却。
・本宮の良いところを残す。
・静川地区の携帯電話がつながるようにしてほし
い。
・このような会議の意見がトップまで伝わってほし
い。
・自治会長達の懇談会を開催してほしい。
・女性中心の町づくりをしてほしい。
・良きリーダーにめぐりあいたい。

【組織】
・役員を代わってほしい。
・合併後公民館が弱体化したように見える。
【行事】
・子供との行事を組んでほしい。
・協力員との交流会をしてほしい。
【人】
・役員だけではなく、みんな協力してほしい。
【全体】
・旧田辺市に合わさず、旧本宮町にあった生涯学
習をしてほしい。

そ
の
他
の
意
見

地域シンポジウム報告書（班別）


